
1 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

はじめに 
 

明治期に入ると、人々の移動と職業選択が自由になりました。学問による立身出世の夢が人々を

とらえるようになりますが、それは『学問ノスヽメ』や『西国立志編』といった書物によって植え付けられ

たものでした。新しい時代に適応するための知識を、人々は争って求めるようになります。出版社もそ

の要望に応え、多彩な出版物を提供しました。 

そのような読者と出版物のなかだちとなったものの一つが出版物の販売目録です。 

ここでは、販売目録と出版地から遠く離れた地方における読書の営みとの関わりに焦点を当て、 

3 つのパートに分けて、目録や雑誌をご紹介します。明治期の人々の知識欲と書肆の商魂を感じ取

っていただければ幸いです。 

（１）総合的に書物を取り扱う書肆から

特定のジャンルの書籍を扱う書肆

までの各種販売目録 

（２）地方書肆の販売目録 

（３）娯楽として人気があった 

  文芸書の販売目録 

 

新聞は早くから出版広告を掲載して

いました。その数は多く、明治期の新聞

広告の半ばを出版広告が占めていたと

いってもよいでしょう。新興の書肆（しょし

…書物を出版したり売ったりする店。 

書籍商。書店。）が次々と生まれ、版権

などの法律が整わないこともあって、 

明治 20 年頃までの出版界は投機的な

様相を呈していました。 

 

 

 

 

 

と をつないだ書物 読者  

の明治期 販売目録 
―願

ねがわ

クハ購求
こうきゅう

アランコトヲ― 
 

「東京日日新聞」 

 1886（明治 19）年 11 月 25 日 
古洋服、印刷、飴、歯科、語学教授など各種の

広告に交じり、出版広告が多数見られる。 
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 そのような中で、出版社は販路の確保につとめまし

た。特に、各地の書肆に自社の書物を取り扱ってもら

うために、売捌（うりさばき）と呼ばれる契約を結びまし

た。明治期最大の出版社・博文館は、早くから売捌

の確保に努め、地方への販路拡大を重視していたこ

とがうかがえます。 

一方、地方書肆にとっても、売捌所となることは 

地域のニーズに応えるために必要なことでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 地方ではそのようにしてもたらされた書物をどのように生かすか、

その方法に知恵を絞りました。 

文明開化から郷土が取り残されないように、地域の富豪層や

有志が積極的に本を集め閲覧の便宜を図りました。縦覧所と  

呼ばれる初期の図書館や読書会なども盛んに行われました。 

例えば 1888（明治 21）年、新潟県越後国三島郡船橋村の 

内藤氏が、自身が所有する本を基に私立図書室を開設するに

あたり、全国の『日本大家論集』読者に寄贈を募っています。 

 

 

 

 

 

 

『日本大家論集』十四編 

博文館、1888（明治 21）年 

博文館は、『日本大家論集』の裏表紙で多数の

売捌所を列記。このあと紹介する「甲府柳町：柳

正堂」や「大坂備后町：岡島支店」なども掲載さ

れている。 

個人蔵 

『日本大家論集』十五編 

博文館、1888（明治 21）年 

「私立図書保存室を新潟県越後の国三島郡船橋村に新設して、私の

蔵書を収めようと思う、また、（私の蔵書だけでは足りないので）広く世の

中の諸君（＝「日本大家論集」の読者）にもぜひ寄贈してもらいたい。 

越後三島郡船橋村 内藤彌」 

個人蔵 

『日本大家論集』十七編 

博文館、1888（明治 21）年 

博文館は売捌書肆募集の呼びかけを『日本大家論集』 

誌上で頻繁に行っており、書肆への対応も懇切だった。 

大妻女子大学草稿テキスト研究所所蔵 
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パート（１） 総合的に書物を取り扱う書肆から特定のジャンルの  
書籍を扱う書肆までの各種販売目録 

ジャンル：総合 博聞社（はくぶんしゃ） 

博聞社は、長尾景弼（かげすけ）・股野（またの）兄弟が1872（明治5）年に

創業した、官令出版物を中心とした明治前期の書肆です。各種書籍のほか

書評雑誌『出版月評』の発行、学校用 楽器、印刷機器の販売や製本など

を行っていました。博聞社は印刷・出版・販売が未分化だった時代の、典型

的な印刷所系の書肆です。 

この目録は各書籍の下に重量が記載されており、注文者は巻末の通運会

社と郵便の料金表と照らし合わせて運賃を計算します。当時の販売目録は、

このような運賃や注文方法の懇切な説明によって注文者の便宜を図ってい

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『博聞社発行書目抄録』   

博聞社、1889（明治 22）年 

（上）表紙。 

（左）分類目録から、博聞館が取り扱う

ジャンルの幅広さが伺える。また、

書籍名の下には、重量が記載され

ている。 

（下）巻末付録「従東京到各地改正 

内国通運会社物貨運賃表」裏面。 

 

千代田図書館所蔵 

「古書販売目録コレクション」 

【書店別 1-182-3732】 
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ジャンル：仏教 其中堂（きちゅうどう） 

其中堂は、仏教書を中心とした出版および新古書の販売を行う名古屋の書肆で、京都にも店舗が

ありました。其中堂は毎年発売書目を発行していましたが、本号は第三種郵便許可規定の制定にとも

なって発行を一時見合わせていた時期に出た号外です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ジャンル：語学 三省堂書店（さんせいどうしょてん） 

三省堂書店は、語学書を中心に出版・販売を行っていた出版社であり、印刷所も経営していました。 

「辞書の三省堂」として現在も有名です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『其中堂発売書目号外』   

其中堂、1892（明治 25）年 

（上）表紙。 

（左）説教物の部。 

 

千代田図書館所蔵 

「古書販売目録コレクション」 

【書店別 1-181-1258】 

『発売書籍目録』   

三省堂書店 

1891（明治 24）年 

（左）『ウエブスター氏新刊

大辞書』は明治 21年

に三省堂が発行して、

明治中期の英学界を

風靡した辞書。当時

の看板商品として、 

目録の 1 ページ目に

堂々記載されている。 

（右）表紙。 

 

千代田図書館所蔵 
「古書販売目録コレクション」 

【書店別 1-182-1684】 
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ジャンル：医学 南江堂（なんこうどう） 

南江堂は、ドイツ語医学書を中心に輸入・出版・販売を行う書肆で、現在も

医学書の専門書店として知られています。この目録には四種の価格が示され

ています。「定価」は出版社が決めた価格であり、南江堂はその二割引で販売

していました。「正価」「売価」「実価」の違いはよくわかりませんが、それぞれ  

記載の価格で販売していました。 

再販制度（出版社が書籍・雑誌の定価を決定し、小売書店等で

定価販売ができる制度）がある現代とは異なり、当時の書籍は定価

から勝手に値引きされることが多く、頻繁に値崩れを起こしていました。

そのなかで、医学書を扱う書肆が 1889（明治 22）年に組合を作り、

価格を管理していたようです。南江堂の主、小立鉦次郎は組合の 

主唱者に名を連ねているため、この目録の価格の明記はそのような 

事情によるのかもしれません。同じく医書専門書肆半田屋の目録も

同様の価格記載をしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『 南 江
なんこう

堂
どう

発兌
はつだ

著
ちょ

訳
やく

独
どく

逸
いつ

書
しょ

目録』   

南江堂、1894（明治 27）年 

（上小）表紙。 

（上大）価格の表示と割引。 

（左）「定価」「正価」「実価」

「売価」の記載が見える。 

千代田図書館所蔵 
「古書販売目録コレクション」 

【書店別 1-182-1684】 

『半田屋
はんだや

書 店
しょてん

発兌
はつだ

書 目
しょもく

』 半田屋医籍商店、1894（明治 27）年 
（上）南江堂と同様に、「定価」「正価」「実価」などの記載が見える。  （左）表紙。 

千代田図書館所蔵「古書販売目録コレクション」【書店別 1-187-3808】 
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パート（2） 地方書肆の販売目録 

大阪 ⇒ 全国 岡島宝文館（おかじまほうぶんかん） 

岡島真七が上方書肆の一大勢力であった河内屋の別家として創業しました。書籍出版販売の 

宝玉堂、新聞雑誌取次の岡島支店（現在の岡島新聞舗）、印刷所の宝文館の三部門を備えてお

り、本書は印刷所・宝文館の目録です。宝文館は真七の次男・幸治郎が経営を任され、煉瓦造り

三階建ての店舗を構えていました。書籍のほか印刷機器なども販売されていたようです。 

新聞雑誌取次部門の岡島支店は、出版社・博文館の「大売捌所」として記載されています（参

照：2 ページ目掲載『日本大家論集』十四編）。このように、地方の有力な書肆は、東京の大手出

版社と売捌契約を結び、地域の人々へ書物を届ける役割を担っていました。 

また、岡島グループの書籍は大阪から全国に流通し、海路北海道の

江差まで届いていました。北海道江差町の関川家文書の中に、明治初

年代に購入された岡島の書籍があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

甲府 ⇒ 甲府 柳正堂書房（りゅうせいどうしょぼう） 

現在も続く甲府の書肆で、出版事業や文具の販売も行っ

ていました。地方書肆は書籍や文具の販売のほか印刷所な

どを兼ねていることが多く、地域の文化活動を物質的に支え

ていました。 

目録には、幅広い分野の書籍が掲載されています。 

 

 

 

『書籍目録』   

岡島宝文館、1892（明治 25）年 

（上）表紙。 

（左）目次。隣には、煉瓦作り 3 階

建ての店舗が描かれている。 

 

千代田図書館所蔵 

「古書販売目録コレクション」 

【書店別 1-20-666】 

『発売書目』 柳正堂書店、1893（明治 26）年 
表紙。 

千代田図書館所蔵「古書販売目録コレクション」 

【書店別 1-181-4798】 
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地方書肆は、地域の多用なニーズに応えるために多くの出版社の

売捌書肆に名を連ねました。柳正堂はこの目録で、博文館・金港

堂・文学社・三省堂・冨山房・八尾書店・明法堂・春陽堂などの特約

店を名乗り、価格面で便宜があるとしています。先に紹介した岡島支

店と同様に、博文館の「売捌所」として『日本大家論集』に記載され

ています（参照：2 ページ目掲載『日本大家論集』十四編）。 

 

 

東京 ⇒ 青森  

        兎屋（うさぎや） 

兎屋は明治十年代から二十年代に

かけて、新聞を利用した派手な出版

広告と安売り合戦で名を馳せた投機

的な出版社です。明治二十年代にな

ると地方でも出張販売を行いました。  

これは、青森の地方新聞に掲載され

た青森での出張販売の広告です。 

 

 

 

 

 

 

 

『発売書目』 柳正堂書店、1893（明治 26）年 
（上）「懐中和紙手帳品々」「ペン軸ペン先品々」など、書籍だけでなく文具なども

取り扱っていたことがわかる。 

（右）博文館をはじめ、大手出版社との特約があることを記載。 

千代田図書館所蔵「古書販売目録コレクション」【書店別 1-181-4798】 

「東奥日報」 

 1889（明治 22）年 1 月 23 日 
青森・大町三丁目の佐藤準助氏宅を  

会場に、兎屋が 7 日間の出張販売を行う

旨が記載されている。おそらく佐藤氏は、

書籍の出張販売に場所を貸し出すことが

できるような屋敷を持つ、商家など地元の

有力者だろうと考えられる。 
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パート（3）娯楽として人気があった文芸書の販売目録（吉岡書籍店） 

吉岡書籍店は東京大学卒の理学士・吉岡哲太郎が創業

した書肆です。英語学のテキストや科学書などを出版・販売・

輸入していた一方、新しい文学書の出版にも積極的でした。

特に、近代文学黎明期の傑作を多数世に送り出したシリーズ

『新著百種』の刊行で知られます。 

このシリーズには尾崎紅葉『二人比丘尼色懺悔』（1 号）、

幸田露伴『風流仏』（5号）、森鴎外『文づかひ』（12号）など、

作家の名を一躍有名にした書名が名を連ねます。 

この目録では『二人比丘尼色懺悔』（三版）の広告が載せ

られており、あまりの売れ行きのために鉛版が磨滅し再び植字

し直したと記載されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この目録には『新著百種』について興味深い内容が記載されています。一つは『新著百種』が

「小説文学の雑誌」とされており、雑誌部の取り扱いになっていることです。その理由として、定期刊

行物化することで読者をつなぎ止める効用が挙げられます。例えば、青森県弘前市で小学校教師

を中心に 1889（明治 22）年に結成された読書会「自他楽会」でも『新著百種』が継続的に購入さ

れています。また、明治 25 年以降になりますが、雑誌であれば第三種郵便物として安価な送料で

地方へ送ることができました。 

二つめは、『新著百種』と引き換えできる「切手」を売り出していることです。これは雑誌の前金を

受け取ると「切手」を発行するもので、六冊もしくは十二冊分をまとめて注文・支払いすることができ

ました。目録には 「暑中御見舞其他御贈答用の御便利を計り」ともあります。このようなさまざまな

便宜や工夫は、地方読者の買いやすさにもつながる商法だろうと考えられます 

『吉岡書籍店出版目録』 吉岡書籍店、1889（明治 22）年 
（右）『二人比丘尼色懺悔』三版について記載 

（下左）『新著百種』を雑誌として掲載   （下右）切手売り出し 
千代田図書館所蔵「古書販売目録コレクション」【書店別 1-182-4941】 
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おわりに  ―地方における読書の営み 

明治維新が起こり、日本人の置かれた環境ががらりと変わりました。新しい時代に適応するため

の知識を、人々は争って求めるようになります。出版社もその要望に応え、多彩な書物を提供しま

した。都会の人々はそれらを享受したことでしょう。 

しかし、情報と流通の事情が現代とは全く異なるため、地方における読書の営みも都会と比べて、

大きく異なる状況でした。銀行振り込み制度も、宅配便も、大型書店もありません。地方の読者は、

まず「どのような書物が発行されているのか」という情報を手に入れる必要があり、つぎに「どのように

すればその書物を手に入れることができるのか」という流通の壁を越える必要がありました。そのよう

な時代において書物と読者をつなぎ読書の営みを支えた、書物の販売目録をご紹介しました。 

 

 

 

 

千代田図書館蔵「古書販売目録コレクション」のご利用について 

 古書販売目録コレクションは、通常は閉架書庫に保管しております。 

 どなたでもご覧いただけます※。詳しくは図書館職員までお問合わせください。 

 検索には、図書館ホームページ内「古書販売目録検索システム」をご利用ください。 

※一度に１０点以上を閲覧する場合は事前の申請が必要です。 

※資料の劣化や整理作業のため閲覧いただけない場合があります。 

 

書物と読者をつないだ明治期の販売目録 
―願クハ購求アランコトヲ― 

      2011 年 10 月 24 日(月)～12 月 24 日(土)  千代田図書館 9F ミニ展示コーナー 

主催：千代田図書館・大妻女子大学国文学会（木戸雄一氏：大妻女子大学文学部日本文学科准教授） 

本資料は展示の内容をもとに作成しました。無断転載はご遠慮ください。 

企画展示 


